
本　　　　所　☎ 089ー941ー8135
松山市二番町4丁目4番地2

西 条 支 所　☎ 089７ー５５ー2955
西条市下島山甲1324番地2

宇摩出張所　☎ 0896ー75ー1231
四国中央市土居町小林964番地1

今 治 支 所　☎ 0898ー31ー2800
今治市別宮町9丁目1番53号

周桑出張所　☎ 0898ー64ー2055
西条市壬生川111番地1

松 山 支 所　☎ 089ー941ー4623
松山市立花1丁目8番42号

上浮穴出張所　☎ 0892ー21ー0442
上浮穴郡久万高原町上野尻705番地3

伊 予 支 所　☎ 089ー982ー0534
伊予市米湊825番地9

喜多出張所　☎ 0893ー23ー3222
大洲市東大洲255番地

西 予 支 所　☎ 0894ー62ー2123
西予市宇和町ひまわり1番地4

八幡浜出張所　☎ 0894ー22ー1449
八幡浜市産業通16番42号

宇和島支所　☎ 0895ー49ー5550
宇和島市津島町高田甲671 5

南宇和出張所　☎ 0895ー72ー0201
南宇和郡愛南町城辺甲283番地第1

〈家畜診療所〉

東予家畜診療所　☎ 08９８ー66ー0631
西条市大野379番地1

松山駐在所　☎ 08９ー958ー5511
伊予郡砥部町重光457番地1

南予家畜診療所　☎ 08９4ー72ー0040
西予市野村町阿下6号247番地

大洲駐在所　☎ 08９3ー24ー5158
大洲市東大洲255番地

発行／愛媛県農業共済組合
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安心のネットワーク

　今
治
市
上
浦
町
で
「
紅
ま
ど
ん

な
」
な
ど
の
か
ん
き
つ
類
と
キ
ウ
イ
、

イ
チ
ゴ
な
ど
を
栽
培
す
る
山
本
昌
彦

さ
ん(

51)

と
弟
の
勝
史
さ
ん(

48)

。

幼
少
の
頃
か
ら
仲
が
良
か
っ
た
二
人

は
故
郷
に
戻
り
、
と
も
に
就
農
。
経

営
は
別
だ
が
、
人
手
が
必
要
な
時
に

は
お
互
い
助
け
合
う
。
同
町
で
も
数

少
な
い
兄
弟
コ
ン
ビ
。

　収
益
を
落
と
さ
ず
、
省
力
化
を
目

指
し
な
が
ら
も
、
紅
ま
ど
ん
な
の
木

を
高
く
伸
ば
す
こ
と
で
、
園
地
の
有

効
活
用
も
図
る
。「
何
事
も
守
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
攻
め
る
こ
と
も
大

事
」
と
話
す
昌
彦
さ
ん
は
、
先
輩
農

家
は
も
ち
ろ
ん
、
若
手
農
家
の
斬
新

な
技
術
に
も
常
に
目
を
向
け
て
い
る
。

表
紙
モ
デ
ル

イヨ
メシ

地元の味を
ギュッと。

［手前］地元のイチジクをふんだんに使った「イチジクのタルト」。
イチジクの甘味と中のしっとりとしたクリームが、甘酸っぱいイチゴジャムと絶妙にマッチ。
［奥］ふわふわのスポンジの中にクリームがぎっしり入った「マロンロール」。
クリームに混ぜた刻んだマロンのおかげで食感も楽しめる。

宇和島市津島町岩渕甲767-1　高田ICより車
で約5分　☎0895-32-4735　 水曜・日曜・祝
日　 10:00～17:30（ラストオーダー16:00）
インスタグラム flore-2015.com
※花屋、カフェとも営業時間・定休日など同じ

自家製デザート 495円／アイスコーヒー 500円／
アイスカフェラテ 670円（すべて税込）

第
28
号
は

3
月
に
発
刊
予
定
で
す
。

Floreの 

　１Ｆが花屋、２Ｆがカフェになっている。花を注
文した待ち時間にカフェでホッとひと息。もちろ
んカフェのみの利用もできる。自家製デザート
は地元の旬の果物を使用しているので、季節に
よって内容も変わる。また、コーヒーや紅茶など

Flore（フロール）

お客様が喜ぶ、ひと時の安ら
ぎを感じる、明日もがんばろう
と思える、そんな場所にしたい。
（店員 河野初美さん）

こうのはつみ

オーガニックを使用す
るなど妥協はない。

※テイクアウトはコーヒー¥270 OFF
　ソフトドリンク¥220 OFF
※デザートは数量限定。また季節により変わります。

The Yamamoto Family

や
ま
も
と
ま
さ
ひ
こ

か
つ
ふ
み

兄
の
昌
彦
さ
ん（
左
）と
、弟
の
勝
史
さ
ん
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
平
素
よ
り
農
業
保
険
事
業
に
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の
発

生
等
に
伴
う
感
染
拡
大
や
、
自
然
の
猛
威
に
よ
り

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
大
変
な
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
農
林
水
産
省
で
は
農
業
者
が

自
ら
自
然
災
害
等
へ
の
備
え
に
取
り
組
み
や
す
く

す
る
た
め
「
自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と
「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
書
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
当
組
合
で

も
そ
れ
ら
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

皆
様
の
安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
に
、
農
業
保

険
の
加
入
の
契
機
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
特
に
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い

収
入
減
少
を
広
く
補
償
す
る
収
入
保
険
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
意
義
が
高
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
と
合
わ
せ
て
全
て
の
農
業
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
理
事
　
　
赤
松
　
泰
伸

副
組
合
長
理
事
　
一
色
　
達
夫

常
務
理
事
　
　
　
平
田
　
義
之

理
　
　
事
　
　
　
三
宅
　
繁
博

　
　〃　
　
　
　
　
松
岡
　
一
誠

　
　〃　
　
　
　
　
木
村
　
貞
喜

　
　〃　
　
　
　
　
山
先
　
久
志

　
　〃　
　
　
　
　
高
橋
　
　
良

　
　〃　
　
　
　
　
西
田
　
　
武

　
　〃　
　
　
　
　
信
尾
　
道
孝

　
　〃　
　
　
　
　
石
野
　
満
章

　
　〃　
　
　
　
　
清
水
　
重
伯

　
　〃　
　
　
　
　
土
居
　
尚
行

　
　〃　
　
　
　
　
真
鍋
　
美
鈴

代
表
監
事
　
　
　
阿
部
　
峰
春

監
　
　
事
　
　
　
渡
部
　
勝
俊

　
　〃　
　
　
　
　
渡
邊
　
勇
夫

全
て
の
農
業
者
の
た
め
に

組合長理事

赤松　泰伸

　なかよしクラブでフラフープのなわ
跳びをするよ。ひらがなの書き取りな
どの勉強も好き。
　今年は小学生になるので、もっと勉
強を頑張って、ひらがなを上手に書け
るようになりたいです。

　おじいちゃんが作ったミカンが1番
好き。ミカン採りのお手伝いは毎年や
ってるから僕に任せて。
　運動会のかけっこは1番だったよ。
自転車はまだ1人で乗れないけど、こ
れから頑張って練習するんだ。

　昆虫と恐竜と生き物が大好き。大き
くなったら博士になりたいけど、大工
さんにもなりたいです。
　遊ぶのも運動するのも好き。スイミ
ングと空手をやってみたいな。

　休みの日には畑でひいじいちゃん、
ひいばあちゃんが作った野菜を採りな
がら、元気に走り回っているよ。
　最近の「マイブーム」は紙ひこうき
を折ること ! よく飛ぶんだ。
　たくさん練習して、保育園のかけっ
こで１番になりたいな。

　今度の6月からお姉ちゃんと幼稚園
に行くんだ。新しいお友達と一緒に遊
ぶのが楽しみ。
　乗り物が大好き。幼稚園もバスに乗
って行くよ。早くアンパンマンの電車
にも乗りたいな。

　おじいちゃんが作ったカボチャ大き
いでしょ。なかなか持ち上がらないよ。
　去年はおじいちゃんの畑のお野菜を
採ったり芋掘りのお手伝いをたくさん
したよ。今年はもっとたくさん、お野
菜を採りたいな。

伊予市 中谷 珀月ちゃん（６）
なかたに はづき

八幡浜市 菊池 一颯くん（5）
きくち いっさ

愛南町 宮岡 幸佑くん（4）
みやおか こうすけ

西条市 福田 陸くん（4）
ふくだ りく

今治市 髙宮 耕希くん（2）
たかみや こうき

松山市 瀧本 悠仁くん（3）
たきもと はるひと

GEN
KiDS
元気っず

GEN
KiDS
元気っず

今年、頑張りたいこと
元気なキッズたちから元気をもらって、新しい年をスタートさせましょう！！

新
年
の
ご
挨
拶

新春
特集

2022
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い
し
ば
し

だ
い

す
け

品
目
を
増
や
し
て
、

　
　
　
　
　規
模
拡
大
!

松
山
市
東
方
町
　石
橋
　大
輔
さ
ん（
38
歳
）

　
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
時
、
友
人
2

人
が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
の
を
見
て

き
た
石
橋
さ
ん
。
つ
ら
い
残
業
が
多
い

会
社
を
退
職
し
、
33
歳
の
時
に
就
農
を

決
意
し
た
。

　
就
農
初
期
は
Ｊ
Ａ
の
栽
培
指
針
ど
お

り
に
作
業
し
て
も
、
な
か
な
か
イ
メ
ー

ジ
に
沿
っ
た
作
物
が
で
き
ず
、
苦
労
の

連
続
だ
っ
た
と
い
う
。
「
収
入
も
思
う

よ
う
に
あ
が
ら
ず
悩
み
ま
し
た
。
友
人

と
の
共
同
作
業
の
時
や
懇
親
の
場
で
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
う
う
ち
、
少
し

ず
つ
農
作
業
に
も
慣
れ
、
形
の
良
い
も

の
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
収
入
も
安
定

し
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
現
在
は
ナ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
タ

マ
ネ
ギ
・
サ
ト
イ
モ
な
ど
合
わ
せ
て
1

㌶
の
複
合
経
営
。
収
穫
時
期
を
ず
ら
し

て
万
が
一
の
災
害
が
発
生
し
て
も
、
リ

ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
経
営
に
取
り

組
む
。
近
年
多
発
す
る
異
常
災
害
な
ど

に
備
え
、
収
入
保
険
に
も
加
入
し
、
万

全
の
態
勢
で
臨
ん
で
い
る
。

　「
作
付
け
品
目
が
多
い
の
で
毎
日
あ
く

せ
く
し
て
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
手
を
掛
け
た
だ
け
、
ぐ
ん

ぐ
ん
育
っ
て
く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
、「
今
後
は
、
規
格

外
品
を
処
分
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
に

直
売
所
を
作
っ
て
販
売
し
た
い
で
す
」

と
抱
負
を
語
る
。

▲ブロッコリーに水をまく石橋さん

つ
の

う

み
や

ほ

だ
か

「
お
い
し
い
」の
声
に
喜
び

西
予
市
明
浜
町
　宇
都
宮
　穂
高
さ
ん（
35
歳
）

　
「
ヤ
ッ
ホ
ー
農
園
」
園
主
の
宇
都
宮

さ
ん
は
就
農
し
て
13
年
目
。
「
ミ
カ
ン

山
か
ら
『
ヤ
ッ
ホ
ー
』
と
呼
び
か
け
た

ら
、
こ
だ
ま
が
返
っ
て
く
る
よ
う
な
関

係
を
お
客
さ
ん
と
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。

　
家
族
に
加
え
、
従
業
員
2
人
と
共
に

温
州
ミ
カ
ン
を
は
じ
め
10
種
類
以
上
の

か
ん
き
つ
を
４
㌶
で
栽
培
。
父
親
の
代

か
ら
の
顧
客
へ
の
個
人
販
売
を
主
に
、

産
直
セ
ン
タ
ー
を
介
し
た
生
協
で
の
販

売
や
市
場
な
ど
へ
出
荷
す
る
。
「
お
い

し
い
と
い
う
声
が
返
っ
て
く
る
と
き
が

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　
品
種
に
よ
っ
て
摘
果
の
仕
方
や
剪
定

の
時
期
が
異
な
り
、
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
多
い
。
初
め
は
父
親
に

教
わ
り
な
が
ら
も「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」

の
精
神
で
技
術
を
身
に
着
け
て
き
た
と

い
う
宇
都
宮
さ
ん
。
「
も
っ
と
緩
く
考

え
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
几
帳
面
な
性

格
な
の
で…

」
と
話
す
。

　
現
在
の
目
標
は
、
「
今
あ
る
園
地
を

完
璧
に
す
る
こ
と
。
面
積
を
維
持
し
つ

つ
苗
木
を
更
新
し
て
、手
間
を
か
け
て
、

収
量
を
伸
ば
し
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　「
今
一
番
か
わ
い
い
の
は
ブ
ラ
ッ
ド
オ

レ
ン
ジ
の
園
地
。
去
年
初
な
り
で
、
今

年
収
穫
で
き
そ
う
で
す
」
と
笑
顔
。
10

カ
所
以
上
あ
る
、
ど
の
園
地
も
愛
情
を

注
い
で
育
て
て
い
る
。

▲温州ミカンはマルチを敷き、発色を良くする工夫
　をしている。

Hodaka Utsunomiya
面白い品種があれば挑戦
したいです。

Daisuke Ishibashi

規模拡大しながら
他の品目にも
チャレンジして
いきたいです

キラリ

愛農人愛農人
愛媛の輝

く農業人を応援!
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い
し
ば
し

だ
い

す
け

品
目
を
増
や
し
て
、

　
　
　
　
　規
模
拡
大
!

松
山
市
東
方
町
　石
橋
　大
輔
さ
ん（
38
歳
）

　
会
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時
、
友
人
2
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る
の
を
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き
た
石
橋
さ
ん
。
つ
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い
残
業
が
多
い

会
社
を
退
職
し
、
33
歳
の
時
に
就
農
を

決
意
し
た
。
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栽
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メ
ー
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っ
た
作
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、
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っ
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と
い
う
。
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収
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も
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う
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し
た
。
友
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懇
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ノ

ウ
ハ
ウ
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も
ら
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う
ち
、
少
し
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慣
れ
、
形
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良
い
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な
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収
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安
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。
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タ
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収
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収
入
保
険
に
も
加
入
し
、
万

全
の
態
勢
で
臨
ん
で
い
る
。
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追
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れ
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。
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。
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の
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を
４
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で
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の
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の
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方
や
剪
定

の
時
期
が
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な
り
、
や
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な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
多
い
。
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め
は
父
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に

教
わ
り
な
が
ら
も「
習
う
よ
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慣
れ
ろ
」

の
精
神
で
技
術
を
身
に
着
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て
き
た
と
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う
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さ
ん
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「
も
っ
と
緩
く
考

え
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
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れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
几
帳
面
な
性

格
な
の
で…

」
と
話
す
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現
在
の
目
標
は
、
「
今
あ
る
園
地
を

完
璧
に
す
る
こ
と
。
面
積
を
維
持
し
つ

つ
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を
更
新
し
て
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間
を
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、
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量
を
伸
ば
し
た
い
で
す
」
と
話
す
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今
一
番
か
わ
い
い
の
は
ブ
ラ
ッ
ド
オ

レ
ン
ジ
の
園
地
。
去
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初
な
り
で
、
今

年
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穫
で
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う
で
す
」
と
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カ
所
以
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あ
る
、
ど
の
園
地
も
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情
を

注
い
で
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て
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る
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▲温州ミカンはマルチを敷き、発色を良くする工夫
　をしている。
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したいです。
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温州ミカン約340㌃、イヨカン約170㌃、
愛媛果試第28号約20㌃、カラマンダリン約190㌃を栽培。
主軸の一つ愛媛果試第28号はハウス3棟で栽培し、反収はなんと6,000㎏。
忙しい毎日ですがハウスの増設も検討中です。

七草約180㌃、野菜約200㌃、水稲約550㌃、キウイ約27㌃を栽培。
JAえひめ未来の七草部会に所属し、七草を育てて35年。七草は毎年12月31
日から1月3日のわずか4日間で収穫からパック詰め、出荷まで行います。
七草の出荷が終わっても日野さんの農業への熱意は高まるばかりです。

中柱は、 ～ メートル間
隔で設置する。
天井部もあて板し、固定
する。
ブロックや厚板で沈み込
みを防止する。

天井部分にタイバーを接
合し強度をアップ。
軒から棟の高さのうち、
軒から の位置に取り
付けると効果が高い。

斜材でＸ型に補強し、強
度をアップ。
軒から棟の高さのうち、
上から の位置と軒を
結ぶように取り付けると
効果が高い。

筋交いとアーチパイプは
固定する。
必ず地中に挿す。

情報収集 □最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか
融雪準備 □暖房機は正常に作動するか確認しましたか
 □燃油残量は十分にありますか
補強対策・雪の滑落促進 □留め具などに緩みがありませんか
 □基礎部分や接続部分などに腐食・さびはありませんか
 □谷樋や排水路などの残雪やごみは取り除きましたか
 □被覆材の表面に雪の滑落を妨げるようなものはありませんか

園芸施設共済園芸施設共済

◎
ビ
ニ
ー
ル
補
修
、
ネ
ッ
ト
・
遮
光

資
材
な
ど
の
撤
去

　雪
の
滑
落
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
ビ
ニ

ー
ル
の
た
る
み
や
破
れ
は
補
修
し
、
暴
風
・

防
鳥
ネ
ッ
ト
や
遮
光
資
材
な
ど
は
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
暖
房
用
燃
油
残
量
、
配
管
・
電
線

の
破
損
確
認

　暖
房
機
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
燃
油
残

量
を
確
認
し
、
で
き
る
限
り
満
タ
ン
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　付
帯
設
備
電
源
、
配
線
・
配
管
に
異
常
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
融
雪
準
備

　暖
房
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内

張
り
カ
ー
テ
ン
を
開
放
し
た
上
で
室
温
を
高

め
、
屋
根
雪
の
滑
落
を
図
り
ま
す
。

　暖
房
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
気
密
性
を
高
め
、
内

張
り
カ
ー
テ
ン
を
開
放
し
て
地
熱
の
放
射

に
よ
り
室
温
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

　ス
ト
ー
ブ
で
の
融
雪
は
、
火
災
や
一
酸

化
炭
素
な
ど
ガ
ス
害
の
リ
ス
ク
に
十
分
注

意
が
必
要
で
す
。

◎
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強

　応
急
補
強
用
の
中
柱
や
筋
交
い
、
タ
イ

バ
ー
な
ど
を
取
り
付
け
て
補
強
し
ま
す
。

　令
和

年

月

日
以
降
に
発
生
し
た
共

済
事
故
か
ら
、※

「
新
た
に
被
覆
を
要
す
る

面
積
」
が
被
覆
面
積
の

割
以
上
の
場
合
、

被
害
面
積
割
合
を

割
と
す
る
よ
う
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
掛
金
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※

「
新
た
に
被
覆
を
要
す
る
面
積
」
と
は
、
破

損
し
た
被
覆
材
と
隣
接
す
る
の
り
面
を
指
し

ま
す
。
ま
た
、
被
覆
材
被
害
は
、
施
設
構
造

部
分
（
妻
面
・
側
面
・
屋
根
面
を
そ
れ
ぞ
れ

Ａ
面
と
Ｂ
面
に
区
分
）
別
に
算
出
す
る
被
害

面
積
割
合
（
新
た
に
被
覆
を
要
す
る
面
積
／

被
覆
面
積
）
を
基
礎
に
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
の

点
検
、
補
強
と
い
っ
た
技
術
対
策
と
併
せ
て

園
芸
施
設
共
済
へ
加
入
し
、
「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
の
農
業
体
制
を
構
築
し
ま
し
ょ

う
。

大
災
害
に
備
え
た
お
守
り

　　
七
草
や
野
菜
を
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
災
害
に
備
え
て「
お
守
り
」

と
し
て
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
直
近
2
年
で
も
本
体
な
ど
に
被
害
が

あ
り
、
共
済
金
の
支
払
い
が
あ
っ
て
助
か

り
ま
し
た
。
収
入
保
険
に
も
開
始
初
年
度

か
ら
加
入
し
て
お
り
、
売
上
げ
を
収
入
保

険
で
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
ハ
ウ
ス
は
全
棟
1
万
円
コ
ー
ス
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
次
回
更
新
時
に
は
新
価
補

償
を
検
討
し
た
い
で
す
ね
。
掛
金
が
上

が
っ
て
も
補
償
が
手
厚
く
な
る
の
で
、
良

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
棟
ご
と
に
補
償

を
選
択
で
き
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

新
制
度
に
期
待

　
過
去
の
台
風
被
害
で
ひ
ど
い
目
に
遭
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
園
芸
施
設
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
9
月
に
新
制
度
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
、1
万
円
コ
ー
ス
・
新
価
復
旧
1
0
0

％
の
補
償
に
全
棟
切
り
替
え
し
ま
し
た
。

万
が
一
、
全
壊
し
て
も
、
建
て
直
す
費
用

が
賄
え
る
補
償
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
経
営
全
体
の
経
費
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
ね
。
収
入
保
険
に
も
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
本
体
の
建
て
直
し

と
収
入
の
補
償
に
対
し
て
の
「
安
心
料
」

と
し
て
考
え
る
と
掛
金
は
高
く
な
い
と
思

い
ま
す
よ
。

　
ハ
ウ
ス
を
所
持
し
て
い
る
人
に
、
園
芸

施
設
共
済
と
併
せ
て
収
入
保
険
に
も
入
っ

た
ほ
う
が
い
い
と
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フィ
ル
ム
な
ど

の
被
覆
材
8
割
以
上
の

被
害
で
全
損
と
な
る
よ
う

補
償
を
拡
充
し
ま
し
た
。

積
雪
時
の
作
業
は
大
変
危
険
で
す
。

身
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て

早
め
に
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

□ 降雪前のチェックリスト

中　柱 タイバー補強

斜材補強 筋交い

へ
の
備
え
万
全
に

補強の一例

忽那 恵雄さん（70）
くつ な しげ お

ひ の てつ や

日野 哲也さん（58）西条市

松山市

加 入 者 の 声

さ
ら
に
充
実

積
雪
へ
の
対
策

　
比
較
的
降
雪
の
少
な
い
愛
媛
県
で
す
が
、
地
域
に
よ

っ
て
は
ハ
ウ
ス
被
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　雪
対
策
に
慣
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
思
わ
ぬ
被
害
を

招
く
恐
れ
も
。
事
前
に
し
っ
か
り
点
検
し
て
、
対
策
を

十
分
に
と
り
、
雪
へ
備
え
ま
し
ょ
う
。
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温州ミカン約340㌃、イヨカン約170㌃、
愛媛果試第28号約20㌃、カラマンダリン約190㌃を栽培。
主軸の一つ愛媛果試第28号はハウス3棟で栽培し、反収はなんと6,000㎏。
忙しい毎日ですがハウスの増設も検討中です。

七草約180㌃、野菜約200㌃、水稲約550㌃、キウイ約27㌃を栽培。
JAえひめ未来の七草部会に所属し、七草を育てて35年。七草は毎年12月31
日から1月3日のわずか4日間で収穫からパック詰め、出荷まで行います。
七草の出荷が終わっても日野さんの農業への熱意は高まるばかりです。

中柱は、 ～ メートル間
隔で設置する。
天井部もあて板し、固定
する。
ブロックや厚板で沈み込
みを防止する。

天井部分にタイバーを接
合し強度をアップ。
軒から棟の高さのうち、
軒から の位置に取り
付けると効果が高い。

斜材でＸ型に補強し、強
度をアップ。
軒から棟の高さのうち、
上から の位置と軒を
結ぶように取り付けると
効果が高い。

筋交いとアーチパイプは
固定する。
必ず地中に挿す。

情報収集 □最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか
融雪準備 □暖房機は正常に作動するか確認しましたか
 □燃油残量は十分にありますか
補強対策・雪の滑落促進 □留め具などに緩みがありませんか
 □基礎部分や接続部分などに腐食・さびはありませんか
 □谷樋や排水路などの残雪やごみは取り除きましたか
 □被覆材の表面に雪の滑落を妨げるようなものはありませんか

園芸施設共済園芸施設共済

◎
ビ
ニ
ー
ル
補
修
、
ネ
ッ
ト
・
遮
光

資
材
な
ど
の
撤
去

　雪
の
滑
落
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
ビ
ニ

ー
ル
の
た
る
み
や
破
れ
は
補
修
し
、
暴
風
・

防
鳥
ネ
ッ
ト
や
遮
光
資
材
な
ど
は
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
暖
房
用
燃
油
残
量
、
配
管
・
電
線

の
破
損
確
認

　暖
房
機
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
燃
油
残

量
を
確
認
し
、
で
き
る
限
り
満
タ
ン
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　付
帯
設
備
電
源
、
配
線
・
配
管
に
異
常
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
融
雪
準
備

　暖
房
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
内

張
り
カ
ー
テ
ン
を
開
放
し
た
上
で
室
温
を
高

め
、
屋
根
雪
の
滑
落
を
図
り
ま
す
。

　暖
房
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
気
密
性
を
高
め
、
内

張
り
カ
ー
テ
ン
を
開
放
し
て
地
熱
の
放
射

に
よ
り
室
温
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

　ス
ト
ー
ブ
で
の
融
雪
は
、
火
災
や
一
酸

化
炭
素
な
ど
ガ
ス
害
の
リ
ス
ク
に
十
分
注

意
が
必
要
で
す
。

◎
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強

　応
急
補
強
用
の
中
柱
や
筋
交
い
、
タ
イ

バ
ー
な
ど
を
取
り
付
け
て
補
強
し
ま
す
。

　令
和

年

月

日
以
降
に
発
生
し
た
共

済
事
故
か
ら
、※

「
新
た
に
被
覆
を
要
す
る

面
積
」
が
被
覆
面
積
の

割
以
上
の
場
合
、

被
害
面
積
割
合
を

割
と
す
る
よ
う
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
掛
金
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※

「
新
た
に
被
覆
を
要
す
る
面
積
」
と
は
、
破

損
し
た
被
覆
材
と
隣
接
す
る
の
り
面
を
指
し

ま
す
。
ま
た
、
被
覆
材
被
害
は
、
施
設
構
造

部
分
（
妻
面
・
側
面
・
屋
根
面
を
そ
れ
ぞ
れ

Ａ
面
と
Ｂ
面
に
区
分
）
別
に
算
出
す
る
被
害

面
積
割
合
（
新
た
に
被
覆
を
要
す
る
面
積
／

被
覆
面
積
）
を
基
礎
に
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
の

点
検
、
補
強
と
い
っ
た
技
術
対
策
と
併
せ
て

園
芸
施
設
共
済
へ
加
入
し
、
「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
の
農
業
体
制
を
構
築
し
ま
し
ょ

う
。

大
災
害
に
備
え
た
お
守
り

　　
七
草
や
野
菜
を
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
災
害
に
備
え
て「
お
守
り
」

と
し
て
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
直
近
2
年
で
も
本
体
な
ど
に
被
害
が

あ
り
、
共
済
金
の
支
払
い
が
あ
っ
て
助
か

り
ま
し
た
。
収
入
保
険
に
も
開
始
初
年
度

か
ら
加
入
し
て
お
り
、
売
上
げ
を
収
入
保

険
で
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
ハ
ウ
ス
は
全
棟
1
万
円
コ
ー
ス
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
次
回
更
新
時
に
は
新
価
補

償
を
検
討
し
た
い
で
す
ね
。
掛
金
が
上

が
っ
て
も
補
償
が
手
厚
く
な
る
の
で
、
良

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
棟
ご
と
に
補
償

を
選
択
で
き
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

新
制
度
に
期
待

　
過
去
の
台
風
被
害
で
ひ
ど
い
目
に
遭
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
園
芸
施
設
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
9
月
に
新
制
度
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
、1
万
円
コ
ー
ス
・
新
価
復
旧
1
0
0

％
の
補
償
に
全
棟
切
り
替
え
し
ま
し
た
。

万
が
一
、
全
壊
し
て
も
、
建
て
直
す
費
用

が
賄
え
る
補
償
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
経
営
全
体
の
経
費
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
ね
。
収
入
保
険
に
も
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
本
体
の
建
て
直
し

と
収
入
の
補
償
に
対
し
て
の
「
安
心
料
」

と
し
て
考
え
る
と
掛
金
は
高
く
な
い
と
思

い
ま
す
よ
。

　
ハ
ウ
ス
を
所
持
し
て
い
る
人
に
、
園
芸

施
設
共
済
と
併
せ
て
収
入
保
険
に
も
入
っ

た
ほ
う
が
い
い
と
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フィ
ル
ム
な
ど

の
被
覆
材
8
割
以
上
の

被
害
で
全
損
と
な
る
よ
う

補
償
を
拡
充
し
ま
し
た
。

積
雪
時
の
作
業
は
大
変
危
険
で
す
。

身
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て

早
め
に
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

□ 降雪前のチェックリスト

中　柱 タイバー補強

斜材補強 筋交い

へ
の
備
え
万
全
に

補強の一例

忽那 恵雄さん（70）
くつ な しげ お

ひ の てつ や

日野 哲也さん（58）西条市

松山市

加 入 者 の 声

さ
ら
に
充
実

積
雪
へ
の
対
策

　
比
較
的
降
雪
の
少
な
い
愛
媛
県
で
す
が
、
地
域
に
よ

っ
て
は
ハ
ウ
ス
被
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　雪
対
策
に
慣
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
思
わ
ぬ
被
害
を

招
く
恐
れ
も
。
事
前
に
し
っ
か
り
点
検
し
て
、
対
策
を

十
分
に
と
り
、
雪
へ
備
え
ま
し
ょ
う
。
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あなたに最適な加入方法を見つけましょう

各方式の補償内容を確認してみましょう

一筆ごとの補償もあるから、さらに安心！

STEP

2

STEP

1
STEP

3

　
現
在
ご
加
入
の
「
一
筆
方
式
」
は
、
令
和
３
年
産
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
ウ
ン
カ
や
風
水
害
に
よ
り
被
害
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
引
き
続
き
農
業
保
険
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
自
身
の
経
営
に
合
わ
せ
て
水
稲
共
済
の
他
方
式
、
ま
た
は
収
入
保
険
へ
の
切
り
替

え
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
筆
方
式
は
令
和
３
年
産
で
廃
止

こ
れ
か
ら
は
農
業
者
単
位
の
補
償
へ

収入保険が最適!
水稲だけでなく、他品目も合
わせた農業経営全体を補償
します

農業者ごとに全耕地の収穫量合
計が「個人の平年収穫量」の9
割を下回った場合
⇒下回った部分をお支払い

支払い対象となる
事故

共済金などの
支払時期

標準的な
10㌃当たり掛金

一筆半損特約を含めた
10㌃当たり掛金

最高補償割合

共済金などの
支払い要件

　※最高補償割合を
　　選択の場合

一筆全損特例
一筆ごとに収穫皆無となった耕地がある場合
⇒対象耕地の基準収穫量の7割部分をお支払い
※一筆単位で全損の場合に支払われる｢一筆全損特例｣は補償に含まれています。

農業者ごとに被害耕地の減収量
合計が基準収穫量の2割を超え
た場合
⇒超えた部分をお支払い

市町の統計単収が当該市町の平
年単収の9割を下回った場合
⇒下回った部分に当年の作付面
積を乗じた減収量分をお支払い

9割
（1割減収からお支払い）

8割
（2割減収からお支払い）

9割
（統計単収にてお支払い）

① 全相殺方式 ② 半相殺方式 ③ 地域インデックス方式

① 全相殺方式 ② 半相殺方式 ③ 地域インデックス方式

12月 12月 12月～1月頃

433円 241円 5円

自然災害やイノシシなどによる収穫量の減少 自然災害などによる
地域的な収穫量の減少

令和元年、令和2年と連続して2,000人を超える加入者に
総額で1億超の共済金をお支払しました。
大きな災害が続いています。令和4年産以降も必ず加入しましょう。

イノシシによる倒伏や土砂流入など、限定された耕地が被害を受けることも多いものです。

「一筆半損特約」を付帯した場合、
半損以上になった耕地は５割減収とみなし、２割部分の共済金をお支払いします。

愛媛県内で実施している農業共済事業の品目以外の未実施品目について皆さまのご意見をお聞かせください。
詳しくは組合ホームページをご覧ください。  http://www.e-nosai.or.jp/

全相殺へご加入を! 半相殺がおすすめ! 地域インデックス
方式で備えましょう!

ここからスタート ⇒ 青色申告をしていますか？わずかな追加掛金で、全方式に「一筆半損特約」を付帯できます。

ライスセンターなどから収穫量の証明書を
発行してもらえますか？  または確定申告書類
(白色含む)で収穫量が把握できますか？

437円 249円 36円

平成28年産

897

年産

戸数

平成29年産

1,062

平成30年産

1,335

令和元年産

2,146

過去5カ年の共済金支払戸数

過去5カ年の共済金支払推移と主な被害

令和2年産

2,642

平成28年産 平成29年産 平成30年産 令和元年産 令和2年産

いもち病
紋枯れ病

2億

1億5千万

1億

 5千万

 　　0
ジャンボタニシ
カメムシ類

7月豪雨による
収穫皆無

台風10号による倒伏
ウンカ

ウンカ

6,442万円

1億
6,131万円

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

水稲共済 水稲共済

お願い

ど
の
方
式
が

合
っ
て
い
る
か
な
ぁ

3,613万円

1億
2,102万円

STEP

2 ① へ
STEP

2 ② へ
STEP

2 ③ へ

未実施品目の意向調査を実施しています

STEP2,3に記載の掛金について
※掛金は80%割引中です。なお、別途事務費賦課金が加算されます。
※「10㌃当たり掛金」は、最高補償割合を選択している場合の平均金額です。また掛金は加入者ごとに共済金の支払実績により決定しますの
　で、目安とは異なる場合があります。

4,383万円
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あなたに最適な加入方法を見つけましょう

各方式の補償内容を確認してみましょう

一筆ごとの補償もあるから、さらに安心！
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2

STEP

1
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3
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在
ご
加
入
の
「
一
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方
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」
は
、
令
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３
年
産
を
最
後
に
廃
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れ
ま
す
。

　
近
年
、
ウ
ン
カ
や
風
水
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に
よ
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が
増
え
続
け
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ま
す
。
安
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し
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農
業
に
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く
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も
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続
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農
業
保
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へ
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入
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ま
し
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。
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の
経
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に
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水
稲
共
済
の
他
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、
ま
た
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収
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険
へ
の
切
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え
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で
す
。
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し
く
は
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近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
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方
式
は
令
和
３
年
産
で
廃
止

こ
れ
か
ら
は
農
業
者
単
位
の
補
償
へ

収入保険が最適!
水稲だけでなく、他品目も合
わせた農業経営全体を補償
します

農業者ごとに全耕地の収穫量合
計が「個人の平年収穫量」の9
割を下回った場合
⇒下回った部分をお支払い

支払い対象となる
事故

共済金などの
支払時期

標準的な
10㌃当たり掛金

一筆半損特約を含めた
10㌃当たり掛金

最高補償割合

共済金などの
支払い要件

　※最高補償割合を
　　選択の場合

一筆全損特例
一筆ごとに収穫皆無となった耕地がある場合
⇒対象耕地の基準収穫量の7割部分をお支払い
※一筆単位で全損の場合に支払われる｢一筆全損特例｣は補償に含まれています。

農業者ごとに被害耕地の減収量
合計が基準収穫量の2割を超え
た場合
⇒超えた部分をお支払い

市町の統計単収が当該市町の平
年単収の9割を下回った場合
⇒下回った部分に当年の作付面
積を乗じた減収量分をお支払い

9割
（1割減収からお支払い）

8割
（2割減収からお支払い）

9割
（統計単収にてお支払い）

① 全相殺方式 ② 半相殺方式 ③ 地域インデックス方式

① 全相殺方式 ② 半相殺方式 ③ 地域インデックス方式

12月 12月 12月～1月頃

433円 241円 5円

自然災害やイノシシなどによる収穫量の減少 自然災害などによる
地域的な収穫量の減少

令和元年、令和2年と連続して2,000人を超える加入者に
総額で1億超の共済金をお支払しました。
大きな災害が続いています。令和4年産以降も必ず加入しましょう。

イノシシによる倒伏や土砂流入など、限定された耕地が被害を受けることも多いものです。

「一筆半損特約」を付帯した場合、
半損以上になった耕地は５割減収とみなし、２割部分の共済金をお支払いします。

愛媛県内で実施している農業共済事業の品目以外の未実施品目について皆さまのご意見をお聞かせください。
詳しくは組合ホームページをご覧ください。  http://www.e-nosai.or.jp/

全相殺へご加入を! 半相殺がおすすめ! 地域インデックス
方式で備えましょう!

ここからスタート ⇒ 青色申告をしていますか？わずかな追加掛金で、全方式に「一筆半損特約」を付帯できます。

ライスセンターなどから収穫量の証明書を
発行してもらえますか？  または確定申告書類
(白色含む)で収穫量が把握できますか？

437円 249円 36円

平成28年産

897

年産

戸数

平成29年産

1,062

平成30年産

1,335

令和元年産

2,146

過去5カ年の共済金支払戸数

過去5カ年の共済金支払推移と主な被害

令和2年産

2,642

平成28年産 平成29年産 平成30年産 令和元年産 令和2年産
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紋枯れ病

2億

1億5千万

1億

 5千万

 　　0
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カメムシ類

7月豪雨による
収穫皆無

台風10号による倒伏
ウンカ

ウンカ
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は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

水稲共済 水稲共済

お願い

ど
の
方
式
が

合
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て
い
る
か
な
ぁ
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STEP

2 ① へ
STEP

2 ② へ
STEP

2 ③ へ

未実施品目の意向調査を実施しています

STEP2,3に記載の掛金について
※掛金は80%割引中です。なお、別途事務費賦課金が加算されます。
※「10㌃当たり掛金」は、最高補償割合を選択している場合の平均金額です。また掛金は加入者ごとに共済金の支払実績により決定しますの
　で、目安とは異なる場合があります。

4,383万円
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問3

掛金等の納入は
口座振替で

〈ハガキの場合〉 〈 メールの場合〉

名様に宇和島市「野内農園」の『宇和島産えご
ま油』本セットをプレゼントします

松
山
市
二
番
町
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　四-

二

え
ひ
め

　　ひ
め
の
わ
ク
イ
ズ
　係

　趣
味
は
料
理
で
す
。
特
に
最
近
は
健
康

を
意
識
し
て
、
調
味
料
を
体
に
良
い
も
の

に
変
え
た
り
、
栄
養
が
偏
ら
な
い
よ
う
に

し
た
り
し
ま
す
。

　休
日
は
愛
犬
と
散
歩
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
に

よ
く
行
き
ま
す
。
元
気
に
遊
ぶ
姿
に
癒
さ

れ
な
が
ら
過
ご
す
時
間
が
好
き
で
す
。

野
津
　菜
摘
さ
ん（
27
）

の

つ

な

つ
み

ひめのわ広場
みんな集まれ !

伊予

Iyo Beauty

【応募方法】
ハガキまたはＥメールで必要事項をご記入
の上、ご応募ください。
クイズの答え　 〒ご住所
お名前（フリガナ）　 年齢　 電話番号
広報紙「ひめのわ」へのご意見・感想
　をお書きください。
【応募締切】
令和 年 月 日㈫（消印or受信有効）※応募資格は25号よりNOSAIえひめの組合員のみとさせていただきま

した。 ご了承ください。

※ハガキの場合は63円切手を貼って
ご応募ください。　※いただいたご意
見・感想を「読者の声」にて匿名でご
紹介させていただく場合があります。
※応募によって得られた個人情報は、
プレゼントの発送及び広報紙作成の
参考意見とする以外の目的では使用
いたしません。

件名に「ひめのわクイズ応募」
とお書きください。

農業保険に加入して「○○あれば憂いなし」
㋐準備 ㋑備品 ㋒備え 

令和 年分の確定申告（個人）の期限は
㋐3月13日 ㋑3月14日 ㋒3月15日

イヨメシの「 」はカフェと何のお店
㋐花 ㋑野菜 ㋒本

　ひめのわ27号を読んで答えをご応募ください。
ひめのわクイズクイズ

クイズ
正解者

の

中から
抽選で

新居浜市

松山市

　定
年
退
職
後
、
ハ
ウ
ス
を
新
築
し
、
本

格
的
に
農
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
土
の
代

わ
り
に
人
工
培
土
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　農
家
戸
数
は
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
仲

間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
地
域
農
業

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

三
宅
　栄
男
さ
ん（
74
）

　

　

み

や
け

え
い

お

わが町の共済部長
水稲200㌃、サトイモ50㌃、
ハウス（トマト・キュウリ）6㌃
担当戸数8戸／共済部長歴7年

　共済掛金等の納入は口座振替で
の取り扱いとさせていただいてお
ります。
　口座振替による納入にはあらか
じめ所定の用紙の提出が必要です。
　なお口座振替又は口座振込の場
合は領収書の発行を省略させてい
ただきますが、ご希望の方はご連
絡いただければ、領収書の発行は
可能です。
　詳しくはお近くの支所まで。

　農業共済新聞は、
農政や農業保険を
めぐる動き、クイ
ズなどの娯楽と幅
広い分野を網羅し

ています。
　まずは2か月無料のお試し読み
をしてみませんか。
　お申し込みは随時、各支所で受
け付けています。
★毎週水曜日（月4回）発行
★年間購読料（5,520円）

お試し読み
キャンペーン
実施中

２か月無料

写真は
イメージです

飲める調味料

確
定
申
告
の
期
間

　【
個
人
の
場
合
】
令
和

年

月

日
㈬
〜

月

日
㈫

　【
法
人
の
場
合
】
決
算
日
（
事
業
年
度
終
了
日
）
の

か
月
後
ま
で

税
務
申
告
書
類
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　①
令
和

年
の
保
険
金
等
支
払
額

　②
令
和

年
の
基
準
収
入

　の
算
定
を
す
る
た
め
、

へ
令
和

年
分
の
税
務
申
告
書
類

（
税
務
署
提
出
後
の
控
え
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　■
提
出
期
限

　【
個
人
の
場
合
】
令
和

年

月

日
㈮
ま
で

　【
法
人
の
場
合
】
申
告
期
日
の

か
月
後
ま
で

○
提
出
が
必
要
な
税
務
申
告
書
類
（控
え
）

　
【個
人
】 

　
★
所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
第
一
表

　
★
青
色
申
告
決
算
書
と
そ
の
内
訳

　
【法
人
】

　
★
法
人
税
の
申
告
書
の
別
表
一
・
別
表
四

　
★
損
益
計
算
書

○
必
要
に
応
じ
て
ご
用
意
い
た
だ
く
書
類

　
☆
事
業
消
費
帳
簿
・
棚
卸
表

　
☆
Ｊ
Ａ
な
ど
の
委
託
販
売
手
数
料
の
関
係
書
類
な
ど

　
☆
雑
収
入
の
内
訳
が
わ
か
る
帳
簿

　
☆
そ
の
他
算
定
に
必
要
な
書
類

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

●
保
険
金
等
の
計
上
に
つ
い
て

　保
険
金
・
特
約
補
て
ん
金
（
国
庫
補
助
相
当
分
）
は
保
険
期
間
の
翌
年

ま
た
は
翌
事
業
年
度
の
確
定
申
告
後
に
支
払
い
と
な
り
ま
す
が
、
税
務
申

告
の
ル
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ら
の
保
険
金
等
の
見
積
額
を
算
出
し
、
そ
の
金

額
を
保
険
期
間
の
収
入
（「
収
入
保
険
補
て
ん
金
収
入
」
と
し
て
雑
収
入

に
計
上
）
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
保
険
金
等
見
積
額
算
出
ツ

ー
ル
」
を
使
っ
て
、
ご
自
身
の
保
険
金
等
見
積
額
を
算
出
で
き
ま
す
。

●
保
険
料
・
事
務
費
の
計
上
に
つ
い
て

　保
険
期
間
の
必
要
経
費
（
個
人
の
場
合
）
ま
た
は
損
金
（
法
人
の
場
合
）

に
計
上
す
る
の
が
原
則
で
す
。
個
人
の
場
合
は
、
青
色
申
告
決
算
書
の
損

益
計
算
書
の
経
費
欄
に
「
農
業
共
済
掛
金
」
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
。

【保険金等支払い例】
令和 年の基準収入金額 万円
　保険方式…補償割合 ％・支払率 ％、
　積立方式…補償幅 ％・支払率 ％
令和 年分の収入が 万円の場合

保険金

特約補てん金（積立部分）

　　　うち加入者負担分

　　　うち国庫負担分

補てん金（合計）

令和3年雑収入に計上する額
万円

（①＋㋐）

万円

万円

万円

万円

万円

①

②

㋐

①＋②

（ ）

収入保険

令和３年分の確定申告の準備はお早めに
収入保険にご加入の皆さま
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令和3年雑収入に計上する額
万円

（①＋㋐）

万円

万円

万円

万円

万円

①

②

㋐

①＋②

（ ）

収入保険

令和３年分の確定申告の準備はお早めに
収入保険にご加入の皆さま



本　　　　所　☎ 089ー941ー8135
松山市二番町4丁目4番地2

西 条 支 所　☎ 089７ー５５ー2955
西条市下島山甲1324番地2

宇摩出張所　☎ 0896ー75ー1231
四国中央市土居町小林964番地1

今 治 支 所　☎ 0898ー31ー2800
今治市別宮町9丁目1番53号

周桑出張所　☎ 0898ー64ー2055
西条市壬生川111番地1

松 山 支 所　☎ 089ー941ー4623
松山市立花1丁目8番42号

上浮穴出張所　☎ 0892ー21ー0442
上浮穴郡久万高原町上野尻705番地3

伊 予 支 所　☎ 089ー982ー0534
伊予市米湊825番地9

喜多出張所　☎ 0893ー23ー3222
大洲市東大洲255番地

西 予 支 所　☎ 0894ー62ー2123
西予市宇和町ひまわり1番地4

八幡浜出張所　☎ 0894ー22ー1449
八幡浜市産業通16番42号

宇和島支所　☎ 0895ー49ー5550
宇和島市津島町高田甲671 5

南宇和出張所　☎ 0895ー72ー0201
南宇和郡愛南町城辺甲283番地第1

〈家畜診療所〉

東予家畜診療所　☎ 08９８ー66ー0631
西条市大野379番地1

松山駐在所　☎ 08９ー958ー5511
伊予郡砥部町重光457番地1

南予家畜診療所　☎ 08９4ー72ー0040
西予市野村町阿下6号247番地

大洲駐在所　☎ 08９3ー24ー5158
大洲市東大洲255番地

発行／愛媛県農業共済組合
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　今
治
市
上
浦
町
で
「
紅
ま
ど
ん

な
」
な
ど
の
か
ん
き
つ
類
と
キ
ウ
イ
、

イ
チ
ゴ
な
ど
を
栽
培
す
る
山
本
昌
彦

さ
ん(

51)

と
弟
の
勝
史
さ
ん(

48)

。

幼
少
の
頃
か
ら
仲
が
良
か
っ
た
二
人

は
故
郷
に
戻
り
、
と
も
に
就
農
。
経

営
は
別
だ
が
、
人
手
が
必
要
な
時
に

は
お
互
い
助
け
合
う
。
同
町
で
も
数

少
な
い
兄
弟
コ
ン
ビ
。

　収
益
を
落
と
さ
ず
、
省
力
化
を
目

指
し
な
が
ら
も
、
紅
ま
ど
ん
な
の
木

を
高
く
伸
ば
す
こ
と
で
、
園
地
の
有

効
活
用
も
図
る
。「
何
事
も
守
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
攻
め
る
こ
と
も
大

事
」
と
話
す
昌
彦
さ
ん
は
、
先
輩
農

家
は
も
ち
ろ
ん
、
若
手
農
家
の
斬
新

な
技
術
に
も
常
に
目
を
向
け
て
い
る
。

表
紙
モ
デ
ル

イヨ
メシ

地元の味を
ギュッと。

［手前］地元のイチジクをふんだんに使った「イチジクのタルト」。
イチジクの甘味と中のしっとりとしたクリームが、甘酸っぱいイチゴジャムと絶妙にマッチ。
［奥］ふわふわのスポンジの中にクリームがぎっしり入った「マロンロール」。
クリームに混ぜた刻んだマロンのおかげで食感も楽しめる。

宇和島市津島町岩渕甲767-1　高田ICより車
で約5分　☎0895-32-4735　 水曜・日曜・祝
日　 10:00～17:30（ラストオーダー16:00）
インスタグラム flore-2015.com
※花屋、カフェとも営業時間・定休日など同じ

自家製デザート 495円／アイスコーヒー 500円／
アイスカフェラテ 670円（すべて税込）

第
28
号
は

3
月
に
発
刊
予
定
で
す
。

Floreの 

　１Ｆが花屋、２Ｆがカフェになっている。花を注
文した待ち時間にカフェでホッとひと息。もちろ
んカフェのみの利用もできる。自家製デザート
は地元の旬の果物を使用しているので、季節に
よって内容も変わる。また、コーヒーや紅茶など

Flore（フロール）

お客様が喜ぶ、ひと時の安ら
ぎを感じる、明日もがんばろう
と思える、そんな場所にしたい。
（店員 河野初美さん）

こうのはつみ

オーガニックを使用す
るなど妥協はない。

※テイクアウトはコーヒー¥270 OFF
　ソフトドリンク¥220 OFF
※デザートは数量限定。また季節により変わります。

The Yamamoto Family

や
ま
も
と
ま
さ
ひ
こ

か
つ
ふ
み

兄
の
昌
彦
さ
ん（
左
）と
、弟
の
勝
史
さ
ん

えひめ 広報紙
安心のネットワーク

雪への備え万全に
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